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第 1章 はじめに
1.1. 挨拶

　ニューロインフォマティクス（NI）は、脳神経科学と情報科学・技術を融合することで、脳の構造と機能
の解明に挑戦する新しい研究分野です。2005年 11月に国際機構:INCF（International Neuroinformatics Coordinating
Facility）が発足し、世界的規模で活発な研究協力が始まっています。理化学研究所脳科学総合研究センターニ
ューロインフォマティクス技術開発チームでは、NIに関わる様々な先端技術開発に取り組んでおり、XooNIps
はその成果の一つです。

　 XooNIpsは、NRV（Neuroinformatics Research in Vision）プロジェクトで構築した視覚系 NIプラットフォー
ム Visiomeのコンセプトとその基本的な仕様を踏襲し、コンテンツマネージメントシステム（CMS）の一つで
ある XOOPSをベースとして開発されもので、インターネット上で多様なデータの共有を図る NIのためのデー
タベース基盤システムです。

XooNIpsには三つの特徴が有ります。

　その一つはデータベース構築の柔軟さです。XooNIpsは CMSをベースに開発されているために、データベ
ースのデザインを変更したり、XOOPS上で利用可能な様々なモジュールと組み合わせて、データベースとして
の機能の拡張が容易に行えます。すなわち、システムに詳しくない方々でも情報を共有するデータベースを立
ち上げる事が可能です。

　二つめは、XooNIpsが扱うデータの多様性、拡張性です。実際に必要とされる様々なデータを扱える様に、
多様なデータ形式を標準に備えられている上に更に、新しいデータ形式も扱えるような拡張方法も準備されて
いるので、標準で無い形式のデータであっても容易に取り扱えるように拡張することが出来ます。

　三つめは，メタデータの流通機能です。XooNIpsはメタデータ流通の標準プロトコルの一つである OAI-PMH
（Open Archive Initiative-Protocol for Metadata Harvesting）を実装しています。これにより、XooNIpsで構築された
他のデータベースの情報を収集したり、XooNIps以外の OAI-PMHを備えた他のデータベースとメタデータを介
して、協調させる事が可能です。

　 2007年 4月より XooNIpsの機能拡張等の保守・運用サポートを理化学研究所脳科学総合研究センター神経
情報基盤センター（Neuroinformatics Japan Center ：NIJC)で担当する事になりました。これを機会にマニュアル
類の整備等を進めて行きます。NIJCは INCF日本ノードとして我が国の NI研究を確立・展開すべく XooNIpsを
利用した様々な脳神経科学分野の NIデータベースを立ち上げ、運用しております。また、XooNIpsは NI以外
にも、研究機関や大学でのデータベースや機関リポジトリ、ラボ内のグループウェアなど、多様な応用が進め
られております。今後さらに XooNIpsが国内外において広く利用されていくことを期待しています。

理化学研究所　脳科学総合研究センター

神経情報基盤センター　センター長　臼井支朗

1.2. 対応バージョン
本マニュアルは XooNIps Version3.30に対応しています。

1.3. 本マニュアルの構成
1. XooNIps紹介編

XooNIpsの概要を説明しています。

2. 基盤システムの構築と設定編

サーバー管理者向けに XooNIpsのインストールと初期設定について説明しています。

3. システム操作編

実際に XooNIpsを使う際の作業を説明しています。
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第 2章 XooNIps紹介編
脳・神経系に関する研究の成果には、論文のみならず実験データ、数理モデル、シミュレーションプログラ
ム、シミュレーション結果、計測データ、URL などの電子情報を含む多様な研究資源が存在します。脳機能の
理解・解明を今後より一層進めるためには、これらの研究資源を蓄積・整理し、相互に共有し、広く公開する
ことが重要となります。

XooNIps (ズーニプス)では、これらの研究資源の蓄積から共有・公開までの一連の枠組みを提供しており、従
来は共有・公開の難しかったさまざまな形態の研究資源もその形態にとらわれることなく自由に共有・公開す
ることが可能となります。

本システムは、コンテンツマネージメントシステム XOOPS Cube をベースとしており、プラグイン形式によ
る様々な機能の追加やデザインの変更などカスタマイズ性を考慮した設計となっており、目的に合ったサイト
ポリシーでデータベースの構築・運用が可能です。

2.1. XooNIpsの基本画面
デザインはサイトによって異なる場合があります。

図 2.1. XooNIpsの基本画面

2.2. 用語解説
• システム管理者(Webmasters)

XOOPS Cube全体の管理権限を持つユーザーです。サイトポリシーを決定して設定をします。XooNIpsでは
Webmastersグループに所属します。

• モデレーター(moderator)

XooNIpsの設定などを行う管理者です。ユーザーの登録等の管理と、登録データの公開申請に対して査読を行
うことができます。XooNIpsでは moderatorグループに所属します。

• 登録ユーザー(Registered Users)

モデレーターに承認されて XooNIpsを利用出来る人です。XooNIpsでは Registered Usersグループに所属しま
す。

XooNIpsはユーザー登録後、モデレーターの承認作業を経て機能を利用できる状態になります。
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• ゲスト(guest/Anonymous Users)

XooNIpsにログインしていない状態のユーザーです。XooNIpsでは Anonymous Usersグループに所属します。

• グループ

登録ユーザーの集まりです。

• グループ管理者

グループを管理する権限を持つユーザーです。グループの共有領域にデータを登録する際に査読を行うこと
ができます。

• アイテム

登録されるデータの事です。

• アイテムタイプ

登録されるデータの種類です。Data,Model,Tool等データの種類に合わせて複数の種類があります。

• インデックスツリー

登録データを管理分類するために用意されている表示方法です。

• インポート

公開されている XooNIpsから、新しい XooNIpsへ移行する際のデータ移動手段です。

• エクスポート

XooNIpsの公開されているデータを、新しい XooNIpsへ移行させる為にデータを変換する機能です。

• ランキング

各データのダウンロード数によるランキング表示です。

• 職名

登録ユーザーの情報として登録される役職名です。

• メタデータ

検索システムの対象となるデータを要約したデータのことです。XooNIpsではメタデータを簡単に作成し、デ
ータ登録の際に利用することができます。

• OAI-PMH

メタデータを機械的に収集するプロトコルです。OAI-PMHではデータを一括して取得することを、農作物の
収穫になぞらえ、「刈り取る」（ハーベスティング）と表現します。

OAI-PMHは、OAI-PMHによるデータ提供をサポートするサーバーから一括してメタデータを刈り取るため
に用いられます。刈り取る側のクライアントソフトウェアをハーベスタ、刈り取られる側のサーバーをリポ
ジトリと呼びます。

XooNIpsは両方の機能を備えています。

2.3. システム概要
データベースを円滑に運用するため、利用できる機能をユーザー権限によって分けられており、使い分ける
ことによって『アイテムの公開』や『グループ内におけるアイテム共有』などの一連のワークフローを実現し
ています。

• ゲスト(Anonymous Users)

公開されているアイテムの検索・閲覧が出来ます。

サイトにアカウント登録を行うことが出来ます。

• 登録ユーザー(Registered Users)

登録ユーザー専用の個人領域にアイテムを登録することが出来ます。

第 2章 XooNIps紹介編
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グループに所属してグループ専用領域にアイテムを登録することが出来ます。

公開状態、個人領域、グループ共有領域に登録されているアイテムの検索・閲覧が出来ます。

個人領域のインデックスツリーの編集が出来ます。

• グループ管理者(Group Administrator)

研究者グループのメンバー管理(登録・削除)が出来ます。

グループ共有領域のインデックスの編集が出来ます。

グループ領域に登録するアイテムの承認作業が出来ます。

• モデレーター(Moderator)

XooNIpsシステムの設定を行えます。

ユーザーのアカウント承認作業が出来ます。

公開領域のインデックスツリーの編集が出来ます。

新たに研究者のグループを作成することが出来ます。

サイトのアクセスログを見ることが出来ます。

公開領域に登録するアイテムの承認作業が出来ます。

• システム管理者(Webmasters)

XooNIpsサイトのポリシーを決定し設定を行います。

OAI-PMHで記述された外部 DBを選んでメタデータを取得する設定を行えます。

DBのインポート・エクスポート機能を使って DBの移行が出来ます。

図 2.2. システム概要図

2.3.1. 主な特徴

2.3.1.1. アイテムタイプによる電子情報の分類
XooNIps では、登録データを『アイテムタイプ』に分類して保存します。

2.3.1.2. インデックスツリーによるアイテム管理
XooNIps では、登録データを『アイテムタイプ』毎に分類して、『インデックスツリー』に関連付けて保存す
ることでユーザにわかりやすい形でインターネット上で研究資源を公開・共有できます。

第 2章 XooNIps紹介編

4



図 2.3. XooNIps の概観

図 2.4. アイテムの一覧表示

図 2.5. アイテムの詳細表示

第 2章 XooNIps紹介編
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2.3.1.3. アイテムの公開レベル

• Public、Group、Private のアイテム公開レベルがあります。

• Public

サイトにアクセスした誰もが見ることが出来る公開レベルです。Publicレベルにアイテムを登録するために
はモデレーターの査読が必要になります。

• Group

グループ公開レベルです。グループに登録されたグループメンバー内のみが検索・閲覧ができます。Group
レベルにアイテムを登録するためにはグループ管理者の査読が必要になります。

• Private

個人公開レベルです。登録ユーザー個人が利用できるプライベートスペースになります。

2.3.1.4. 査読システム

• Public／Groupレベルにアイテムを登録する際にモデレーターやグループ管理者の査読が必要なシステムなっ
ています。これにより XooNIpsでは各アイテムの品質管理が行えるようになっています。

2.3.1.5. 外部データベースサイトの串刺し検索

• OAI-PMH に準拠したメタデータ取得が可能です。

2.3.1.6. XOOPS Cube の既存モジュールと組み合わせ可能

• XOOPS Cube の既存モジュールと組み合わせて多種多様なサイトを構築可能

2.3.1.7. テーマの変更

• XOOPS Cube のテーマを変更することでレイアウトなどの概観を自由に変更可能

第 2章 XooNIps紹介編
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第 3章 基盤システムの構築と設定編
ここでは XooNIpsのインストールや運用する前に必要な設定について説明します。

3.1. Version3.30におけるシステム要件
XOOPS Cube (XOOPS2.0.16a JP)が動くシステム

MySQLおよび PHPがインストールされたサーバー

3.2. 本マニュアル執筆時の環境
• OS

CentOS 5 Final

• Apache2

Version 2.2.3

• MySQL

Version 5.0.22-2.1

• PHP

Version 5.1.6

3.2.1. XOOPS Cubeのセットアップ
XOOPS Cubeのセットアップについては本家サイトを参照してください。

3.2.2. PHP拡張モジュール・外部コマンドのインストール
以下のパッケージを別途インストールする必要があります(CentOS 5の場合)。

• php-mbstring

• php-gd

• php-xml

• php-pear

• php-mysql

以下の PHP拡張モジュールを別途インストールする必要があります。

• fileinfo

以下の外部コマンドを別途インストールする必要があります。インストール方法はWeb等を参照してくださ
い。

• xlhtml

• ppthtml

• pdftotext

• wvText

3.2.3. XooNIpsの入手
http://xoonips.sourceforge.jp/から XooNIps module Version3.30[tar.gz]を入手してください
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3.2.4. XooNIpsモジュールのインストール
XOOPS Cubeの管理画面より XOOPSのモジュールとしてインストールしてください。

XooNIpsモジュールインストール後に必要なアイテムタイプモジュールをインストールしてください。

3.2.5. モジュールのアップデート方法
XooNIpsのモジュールがバージョンアップした際にはディレクトリを上書き後、管理画面からアップデート作
業を行ってください。

XooNIpsのアップデートがあった際には、アイテムタイプも同様にアップデートを行ってください。

注意

XooNIps3.30へのアップデートは XooNIps3.24からのみをサポートしています。

3.3. XooNIps運用前のシステム設定
XooNIps運用前に設定する項目を説明します。

XOOPSの Control Panelでの操作になりますので、Webmaster権限を持ったユーザーが設定をします。

Control Panelにはモデレーターが行う日常メンテナンスの項目も含まれますので、システム管理者(Webmasters)
とモデレーターを兼任する運用方法をお勧めします。

注意

それぞれの項目は入力・選択した後、submit/Update/Go等のボタンを押すことでシステムに反映されま
す。

3.3.1. システム全般設定[System Configuration]
XooNIpsの機能全般にわたる設定です

図 3.1. システム設定画面

3.3.2. 基本設定[Basic Configurations]

第 3章 基盤システムの構築と設定編
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• Moderator Group

XOOPSのユーザーグループでどのグループをモデレーターにするかを選びます。

• moderator

XOOPSの moderatorグループが XooNIpsのモデレーターとなります。通常はこれを選択してください。

• Webmasters

XOOPSのWebmastersグループが XooNIpsのモデレーターとなります。

• Registered Users

XOOPSの Registered Usersグループが XooNIpsのモデレーターとなります。

• Anonymous Users

XOOPSの Anonymous Usersグループが XooNIpsのモデレーターとなります。

• File Upload Directory

アイテムの添付ファイルがアップロードされるディレクトリを指定します。Webサーバーがアクセス権限の
あるディレクトリを指定します

• Magic File Path

MIME Typeを判断するMagicファイルの場所を指定します。通常はデフォルトの位置が入力されます

図 3.2. 基本設定

3.3.3. インラインフレーム[Inline Frame]
ブロック内でのインデックスツリーの幅と高さを指定できます。

あくまでブロック内での指定なので、幅を 100％より大きく指定した場合でも左ブロックの表示領域を超えて
表示されることはありません。

第 3章 基盤システムの構築と設定編
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図 3.3. インラインフレーム設定

3.3.4. 印刷設定[Printer Friendly]
印刷の際のヘッダを HTMLタグを用いて編集することができます。

検索結果などを印刷する際に登録した情報がヘッダとして表示されます。

図 3.4. 印刷ヘッダ指定

3.3.5. RSS配信設定[RSS Feeds]
RSS配信ファイルを作成するかと、何件のデータを配信するかを決定します。

あらかじめWebサーバーが書き込めるディレクトリにファイル名 index.xmlの空ファイルを作成しておく必要
があります。

何も入力しない場合は作成しません。

例：modules/xoonips/rss等

第 3章 基盤システムの構築と設定編
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図 3.5. RSS配信設定

3.3.6. OAI-PMH設定[OAI-PMH]
XooNIpsのリポジトリ設定とハーベスタ設定が出来ます。

• Repository Configurations

XooNIpsのリポジトリとしての設定です。

• Repository Name

リポジトリとしての名前を登録します。

• Database ID

任意の ID番号を付けられます。

• Number of days tracking item deletion

アイテムが削除されたという情報の保持日数を入力します。

• <institution> variable

OAI-PMH要求に応答する際の<institution>に使用する値を指定します。

• <publisher> variable

OAI-PMH要求に応答する際の<publisher>に使用する値を指定します。

• Hervester Configurations

ハーベストするサーバーの登録をします。

1行 1レコードで入力します。セミコロン『；』を先頭に書いた場合は改行までコメント扱いになります。

第 3章 基盤システムの構築と設定編
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図 3.6. OAI-PMH設定

3.3.7. プロキシ設定[Proxy]
プロキシサーバーの設定をします。

• Host

プロキシサーバーのアドレスを入力します。

• Port

プロキシサーバーのポート番号を入力します。

• User Name

ユーザー名を入力します。

• Password

パスワードを入力します。

第 3章 基盤システムの構築と設定編
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図 3.7. プロキシー設定

3.3.8. イベント通知設定[Notifications]
XOOPSのイベント通知機能を利用して、アイテムの登録や査読の結果などのイベントの通知設定をします。

通知は XOOPSの PM(プライベートメッセージ)かメールで通知されます。

注意

XooNIpsアイコンにマウスを合わせた時に表示されるポップアップメニューの Preferencesの項目と設
定内容・機能は同じです。

• Enable Notification

イベントの通知方法を決定します。

• Enable Notification(both style)

表示を許可したイベントを登録するフォームがメインコンテンツ下部とイベント通知ブロック内に表示さ
れます。

• Enable only Inline-style

表示を許可したイベントを登録するフォームがメインコンテンツ下部にだけ表示されます。

• Enable only Block-style

イベント通知を行うブロックを表示する設定になっている場合、ブロック内にだけ表示されます。

• Disable Notification

通知イベントを登録するフォームは表示されません。

• Enable Specific Events

イベント通知を利用するイベントを選択します。イベントは PM(プライベートメッセージ)かメールで通知さ
れます。

• Administrator: Item registared into index

インデックスにアイテムが登録されたイベント

• Administrator: Binder content empty

第 3章 基盤システムの構築と設定編

13



バインダーのアイテムが 0になったときのイベント

• XooNIps User: Item certified

アイテムが承認されたイベント

• XooNIps User: Item rejected

アイテムが承認されず差し戻されたイベント

• XooNIps User: Index renamed

インデックスの名前が変更されたイベント

• XooNIps User: Index moved

インデックスの移動がされたイベント

• XooNIps User: Index deleted

インデックスが削除されたイベント

• XooNIps User: File downloaded

アイテムがダウンロードされたイベント

図 3.8. イベント通知設定

通知するイベントのチェックボックスをチェックして UpdateNowボタンで更新すると、イベント発生時にあ
らかじめ決めた方法(PMかメール)で通知されます。

第 3章 基盤システムの構築と設定編
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図 3.9. イベント通知機能設定表示位置

3.3.9. XOOPSユーザー拡張[XOOPS Extention]
XooNIpsでは XOOPS本体のユーザー情報を拡張して利用します。この項目で XOOPSの情報を XooNIps用に
拡張します。

XooNIps用に情報を拡張したいユーザーの Actionの項目にあるアイコンをクリックすると XooNIps用に情報
を拡張します。

注意

実際に利用するにはサイト上でモデレーターのユーザー承認作業が必要です。

図 3.10. XOOPSユーザー拡張

第 3章 基盤システムの構築と設定編
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3.3.10. 動作確認[Configuration Test]
この項目で XooNIpsと関連ミドルウェアなどの設定が正しくなされているか確認が出来ます。

TESTボタンを押すことで php.ini等の設定情報を確認出来ます。

図 3.11. 動作確認

設定不備の項目は赤で Fail/Notice表示になりますので、設定を確認してください。

External programsの項目は/usr/bin/以下を検索していますので、シンボリックリンクを張るなど対応してくだ
さい。

図 3.12. 動作確認の画面

第 3章 基盤システムの構築と設定編
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3.4. XooNIps運用前のサイトポリシー設定
XooNIps運用前に設定しておくべきサイトポリシー項目です。

3.4.1. サイトポリシー設定[Site Policies]
ユーザー登録の際に入力させる項目等、XooNIps運用前に設定しておくべき項目です。

図 3.13. サイトポリシー設定

3.4.2. ユーザー情報の設定[User Information]
ユーザー情報の設定項目です

注意

それぞれの項目について、submitボタンを押して情報を反映させる必要があります。

• User Registration Policies

XooNIpsはユーザー登録後、機能が使える登録ユーザーになるためにはモデレーターの承認が必要です。

ユーザー登録した情報の有効化(アクティベーション)の他に XooNIpsを利用するためにはモデレーターの承認
が必要です。

• Activation type

登録したユーザー情報を有効化する作業の手順を指定します。

• Requires activation by user(recommended)

ユーザー登録時のメールアドレスにユーザー情報の有効化を促すメールが送られます。ユーザーがメー
ルに従い登録情報を有効化します。

• Activate automatically

ユーザー情報は登録後直ぐに有効になります。

• Activation by administrators

XOOPSの admisitratorがユーザー情報を有効化します。

• Certification type

XooNIpsを利用出来るようにユーザーを承認する作業を行うか否かを指定します

第 3章 基盤システムの構築と設定編
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• Certification by moderator

XooNIpsのモデレーターが XooNIpsを利用出来るように承認をします。

• Certify automatically

XooNIpsへの承認作業は行われず、ユーザーは登録後直ぐに XooNIpsの利用が可能になります。

• Require fields in the profile editing form

ユーザー登録の際、入力項目を必須入力(Required)とるすか未入力可(Optional)とするかをそれぞれ指定しま
す。

• Initial properties of newly registered users

登録ユーザーが Private領域に登録できるアイテムの上限と HDDの使用量の上限を指定します。

• Maximum number of Items

Private(個人領域)に登録出来るアイテムの上限数を指定します。

• Maximum number of Indexes

Private(個人領域)に登録出来るインデックスの数を指定します。

• Maximum Strage size

Private(個人領域)で使用される HDDの最大容量をMB単位で指定します。

図 3.14. ユーザー設定

3.4.3. グループ情報の設定[Group Information]
グループ領域に登録できるアイテム数や HDDの使用量の上限を設定出来ます。

• Maximum number of Items

Group(グループ領域)に登録出来るアイテムの上限数を指定します。

• Maximum number of Indexes

Group(グループ領域)に登録出来るインデックスの数を指定します。

• Maximum Strage size

第 3章 基盤システムの構築と設定編
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Group(グループ領域)で使用される HDDの最大容量をMB単位で指定します。

図 3.15. グループ設定

3.4.4. アイテム公開設定[Item Publication]
アイテムを公開領域に登録する際に必要な設定です

注意

情報を反映させるためにはそれぞれの submitボタンを押す必要があります。

• Item Publication Policies

アイテムを公開する際の承認作業とアクセスを許可するユーザーの選択をします。

• Certification type

公開領域にアイテムを登録する際の承認作業を行うか否かの設定です。

• Certification by moderators

承認作業をモデレーターが行います。承認されないとアイテムは公開領域に登録されません。

• Certify automatically

承認作業を行いません。アイテムは直ぐに公開領域に登録されます。

• Who can access to the public area?

公開領域に登録されているアイテムをダウンロード出来るユーザーを選択します。

• All users(including the guest user)

XooNIpsに登録していないゲストユーザーも含め全てのユーザーがアイテムをダウンロード出来ます。

• Registered user only

XooNIpsい登録している登録ユーザーのみアイテムをダウンロードできます。

• Related Other Policies

その他関連する設定項目です。

第 3章 基盤システムの構築と設定編
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• Download file type

ダウンロード時のファイル形式を指定します。

• Zipped with meta-informations

メタデータを含めて ZIP圧縮したファイルをダウンロードします。

• Original file

アイテムのオリジナルファイル形式のままダウンロードします。

• Can users select the publication list from all public items?

公開領域に登録されている全アイテムから業績アイテムを選択可能にする設定です。

NOを選択すれば登録ユーザー本人が登録したアイテムからのみ選択可能となります。

図 3.16. アイテム公開設定

3.4.5. インポートエクスポート[Import / Export]
インポート・エクスポートに関する設定です

注意

設定情報を反映させるためにはそれぞれに対応した Submitボタンを押す必要があります。

• Export

エクスポートに関する設定です。

• Export enabled

エクスポートの許可設定

Yesを選択すると、登録ユーザーが自分の作成したアイテムをエクスポート出来るようになります。

注意

モデレーターはこの設定に関わらず、何時でもアイテムをエクスポート出来ます。

• Export attachments

第 3章 基盤システムの構築と設定編
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添付ファイルのエクスポート許可設定

Yesを選択すると、アイテムの添付ファイルをエクスポート出来るようになります。

• Import

インポートに関する設定です。

Yesを選択すると、登録ユーザーが自分の Private領域にアイテムをインポート出来るようになります。

注意

モデレーターはこの設定に関わらず、何時でもアイテムをエクスポート出来ます。

図 3.17. Improt/Export設定

3.4.6. モデレーター権限設定[Moderators Privileges]
モデレーターによるアイテムの編集を許可する設定です

Yesを選択すると、モデレーターは全登録ユーザーのアイテムを編修できるようになります。

第 3章 基盤システムの構築と設定編
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図 3.18. モデレーター権限

3.4.7. アイテムタイプ設定[Item Types]
アイテムタイプの表示順を設定します

XOOPSのブロックと同様に表示順を指定できます。

図 3.19. アイテム表示順設定

3.4.8. 職名の設定[Positions]
表示順と新規追加などの設定です

ユーザー情報の職名として選択可能な項目を設定します。

第 3章 基盤システムの構築と設定編
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• Modify Positions

職名の変更と表示順の設定はテキストボックスに入力して UPDATEボタンを押して情報を更新します。

Weightの数値順に UserListで表示されます。

Actionの項目の Xをクリックするとその項目は削除されます。

• Add New Position

新たに職名を追加することが出来ます。

図 3.20. 職名の設定

図 3.21. 表示結果

3.4.9. ランキング設定[Ranking]

第 3章 基盤システムの構築と設定編

23



ランキングの表示に関する設定です。

• Block:XooNIps Ranking

Visibleの項目にチェックを入れると、項目が表示されるようになります。

Sortの三角で表示順の並べ替えが出来ます。ドロップダウンリストで 4段分まで一度に上下することも可能で
す。

2を選んで上三角をクリックすれば、項目は 2つ分上に移動します。

各ランキングの上位何件まで表示するかを決定できます。

• Block:XooNIps Update

新着情報の表示に関する設定です。

各新着情報の上位何件まで表示するかを決定できます。

• Calculation Days

ランキング対象期間の設定

チェックを入れた場合、その期間のファイルはランキングに反映されません。

図 3.22. ランキング設定

3.5. 日常メンテナンス
ユーザーの追加や、メタデータのハーベストなど、日常的に行う作業項目です。

注意

Control Panelでの操作になりますので、Webmasters権限を持ったユーザーが操作を行います。

3.5.1. 日常メンテナンス[Maintenance]
XooNIps運用上発生する日常的な作業に関しての説明です。
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図 3.23. 日常メンテナンス項目

3.5.2. ユーザー管理[User Management]
ユーザー情報の編集、新規ユーザーの追加登録が出来ます。

注意

ユーザーの削除機能は Version3.3では動作保証がされていませんので、ユーザーの削除は出来ません。
今後のリリースをお待ちください。

図 3.24. ユーザー管理画面

3.5.2.1. 新規ユーザーの登録・既存ユーザー情報の編集
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ユーザー情報の編集をします。＊は必須入力項目です。更新が終わったら画面最下部の Updateボタンを押し
て情報を反映させます。

パスワードの変更はここで変更が可能です。

注意

必須項目の数は SitePolicyesの UserInformationで設定した項目により増減します。

• Nickname

XooNIpsサイト上で表示されるユーザーの名前を入力します。

• Name

ユーザーの本名を入力します。

• Email

Eメールアドレスを入力します。ユーザー情報としてメールアドレスを公開する場合にはチェックボックスに
チェックを付けます。

• URL

URLを入力します。

• User's Groups

ユーザーが所属するグループを選択します。

• Position

ユーザーの役職名を選択します。

• Division

ユーザーの所属を入力します。

• Company Name

機関名・大学名・会社名などを入力します。

• Phone Number

電話番号を入力します。

• FAX Number

FAX番号を入力します。

• Address

住所を入力します。

• Country

国名を入力します。

• Zipcode

郵便番号を入力します。

• Time Zone

タイムゾーンを選択します。

• Interest

趣味を入力します。

• Free Description
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自由記述項目です。

• Signature

署名を入力します。投稿に署名を必ず追加する場合はチェックボックスにチェックを付けます。

• Password

パスワードを変更する場合はパスワードを入力します。

• Retype Password

上と同じパスワードをもう一度入力します。

• New Item Mail Notification(par days)

新しいアイテムの登録があった際に送られるメールの間隔を日数で指定します。

• Maximum Private Items

Private領域の最大アイテム数を入力します。

• Maximum Private Indexes

Private領域の最大インデックス数を入力します。

• Maximum Disk Space for Private Items[MB]

Private領域の最大ディスク容量をMB単位で入力します。

• Comments Display Mode

コメントの表示モードを指定します。

• Comments Sort Order

コメントの並び順を指定します。

• Rank

ランクを指定します。

• Notification Method

イベント通知メッセージの受け取り方法を指定します。

• Default Notification Mode

イベント通知メッセージの通知タイミングを指定します。

• Receive occasional email notices

当 XooNIpsサイトの新着情報等をメールで受け取るか否かを指定します。
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図 3.25. ユーザー情報編集画面

入力された情報は XooNIps User Menuの UserListから確認出来ます。

図 3.26. ユーザー情報表示画面

3.5.3. アイテム管理[Item Management]
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公開アイテムの一括取り下げ、ユーザー毎のアイテムの一括削除が出来ます。

警告

影響範囲が大きいため操作は慎重に行ってください。

• Withdraw Items

公開アイテムの一括取り下げ

• Delete Items

アイテム一括削除

図 3.27. アイテム管理画面

3.5.3.1. 公開アイテムの一括取り下げ[Withdraw Items]
Publicに登録されているアイテムをインデックス毎に選択して削除することが出来ます。

注意

Public indexへの公開が取り下げられるのみでアイテムが削除されることはありません。

第 3章 基盤システムの構築と設定編
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図 3.28. 公開アイテム一括取り下げ

3.5.3.2. アイテム一括削除[Delete Items]
ユーザーのアイテムをインデックス毎に削除することができます。

ドロップダウンリストからユーザーを選択します

図 3.29. アイテム一括削除 1

一括削除したいインデックスを選択して、DELETEボタンを押すと削除が実行されます。

第 3章 基盤システムの構築と設定編
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図 3.30. アイテム一括削除 2

3.5.4. ユーザーリストの表示順設定[User List]
Weightの項目に職名内での表示順を設定して UPDATEボタンを押すことによって変更が反映されます。

表示順が 0未満ならそのユーザーは表示されません。

注意

ここでの表示順設定は職名内でのみ有効となります。

図 3.31. ユーザー表示順設定

表示結果は XooNIpsメニューの UserListから確認出来ます。
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図 3.32. ユーザー表示順設定結果画面

3.5.5. アクセスランキングの設定[Access Rankings]
アクセスランキング情報ファイルのダウンロードとアップロード、数値のクリアが出来ます

アクセスランキング集計値はイベントログから自動生成されます。

アクセスランキングファイルをダウンロードしておくことでイベントログを消去した際、Uploadの項目から
保存しておいたランキングファイルをアップロードすることで、継続して集計が可能になります。

図 3.33. ランキングファイル設定

3.5.6. ファイル検索に関する設定[File Search]
ファイル検索用のインデックスの確認ができます

• File Search Plugin

第 3章 基盤システムの構築と設定編
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利用可能な検索プラグイン一覧を表示します。

• Rescan All Files

Rescanボタンを押すと、全てのファイルをスキャンして検索用インデックスの再構築をします。

図 3.34. ファイル検索設定

3.5.7. OAI-PMH設定[OAI-PMH]
OAI-PMHのハーベスト実行と結果の確認が出来ます。

注意

メタデータのハーベストは手動で実行する必要があります。

• Repository URLs

リポジトリ URLの設定画面に遷移して、編修が出来ます。

• Recent Results

前回の実行結果を表示します。

• Harvest

Harvest Nowボタンを押すと、直ちにハーベストを実行します。
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図 3.35. OAI-PMH設定
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第 4章 システム操作編
実際にシステムを利用する際に必要な操作を解説します

4.1. ゲスト
ゲスト時の操作説明

4.1.1. 公開情報の検索・閲覧
ゲスト時は Publicに登録されているアイテムの検索と閲覧が出来ます

インデックスツリー・アイテムタイプをクリックすることで一覧表示されます。

キーワード検索ボックスではアイテムタイプを指定しての検索や、メタデータの検索も選択することが出来
ます。

図 4.1. ファイル検索設定

Order byの項目で並べ替えが出来ます。アイテムタイプによって並べ替えの条件は異なる場合があります。
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図 4.2. 検索結果画面

詳細画面では登録者がゲストユーザーにもダウンロードを許可している場合のみダウンロードボタンが表示
されます。

図 4.3. 詳細結果画面

ライセンス条項に同意する場合のみダウンロードすることが可能です。

第 4章 システム操作編
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図 4.4. ライセンス条項確認画面

4.1.2. 詳細検索
アイテムタイプ毎にさらに条件を詳しく設定して検索することが出来ます。

XooNIpsSearchボックスの横にある Advancedのリンクをクリックします。

図 4.5. 詳細検索画面へ移動

検索したいアイテムタイプにチェックを入れて検索条件を指定し、画面上下に設置されている Searchボタン
を押すと検索されます。

複数検索も可能です。

注意

インストールされているアイテムタイプが多い場合は画面をスクロールさせてください。
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図 4.6. 詳細検索画面

4.1.3. ランキング情報
アクセスランキングの情報からリンクをクリックすれば、アイテムや研究者情報に直接アクセスすることが
出来ます。

注意

ランキングブロックの表示設定がされていない場合には表示されません。

図 4.7. ランキング情報画面

4.1.4. サイト入会・登録
新規ユーザー登録の概要を説明します。

第 4章 システム操作編

38



4.1.4.1. サイト登録の流れ
XooNIpsの機能を利用出来るようになるにはユーザー登録の他にモデレーターによる承認が必要です。

注意

サイトポリシーの設定により自動で承認される場合もあります。

図 4.8. 登録の流れ概要図

4.1.4.2. 登録の手順
新規登録のリンクをクリックします。

注意

サイトのデザインによってこの位置にあるとは限りません。
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図 4.9. 新規入会リンク

必要事項に情報を入力して登録を行ってください。

サイトポリシーで必須入力とされている項目には＊が付いています。

サイトポリシーの設定によっては登録作業後にモデレーターの承認が必要となります。

図 4.10. 新規登録画面

4.2. 登録ユーザー時の操作
登録ユーザー時の操作

4.2.1. ログイン
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ユーザー名とパスワードを入力してログインしてください。

注意

サイトのレイアウトによってはこの位置にあるとは限りません。

図 4.11. ログイン

4.2.2. ログアウト
logoutのリンクやログアウトのボタンをクリックしてログアウトしてください。

注意

サイトのレイアウトによってはこの位置にあるとは限りません。

図 4.12. ログアウト
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4.2.3. プライベートインデックスツリー編集
アイテムを管理する個人領域のインデックスツリーの編集が出来ます。

XooNIps User Menuの Edit Private Treeのリンクをクリックします。

図 4.13. プライベートツリー編集

1. Keywordの新規登録

New Index Keywordに作成したい Keywordを入力して registerボタンを押します。

図 4.14. プライベートツリー編集

Privateツリーの直下に登録されます。
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図 4.15. プライベートインデックスへの Keyword新規登録

2. Keywordの変更

登録した Keywordは修正することが出来ます。

操作したい Keywordのチェックを入れた後、新しい Keywordを入力して renameボタンを押します。

図 4.16. Keywordの変更

keyword[tool]が[model]に変更されています。

図 4.17. Keyword変更後の Index

3. Keywordの削除

削除したい Keywordのチェックを入れた後、deleteボタンを押します。

図 4.18. Keywordの削除
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図 4.19. Keywordの削除後の Index

4. Keywordの表示順の変更

Keywordの表示順の変更が出来ます。

Up/Downの左にあるドロップダウンリストで 1～ 10までの数を指定しての移動も可能です。

図 4.20. Keywordの表示順変更

図 4.21. Keyword表示順変更後の Index

5. Keywordの移動

Keywordの移動が出来ます。

move toボタンの右にあるドロップダウンリストで移動先を選択後、ボタンを押します。

図 4.22. Keywordの移動
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移動の確認は IndexTreeの上にある open allボタンを押すか、Keywordの左にある矢印アイコンをクリックし
ます。

図 4.23. Keyword移動の確認

Keyword[tool]が[model]の下に移動している事が確認出来ます。

図 4.24. Keyword移動後の Index

4.2.4. アイテム管理

4.2.4.1. アイテム登録
アイテムの登録方法を説明します。

XooNIps User Menuから Add New Itemのリンクをクリックします。

図 4.25. アイテムの新規登録

画面中央のドロップダウンリストから登録したいアイテムタイプを選択します。
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図 4.26. 新規登録アイテムタイプの選択

アイテムタイプを選ぶと登録画面が表示されます。

少なくとも一つの登録したい Private index keywordにチェックを付けます。

赤色の＊は必須入力項目です。

注意

IDの項目は XooNIps内で固有の一意の値となります。(文字列の入力も可能です）
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図 4.27. アイテムの登録(TOOL)

• Download Limitation

このアイテムをダウンロードできるユーザーをログインユーザーに限定するか、ゲストも含めた全てのユー
ザーにダウンロードを許可するかを選択します。

• Download Notification

上記オプションでログインユーザーを選択した場合のみ有効なオプションとなります。

通知の設定はサイトのシステム設定に依存します。

• Readme入力ウィンドウ

Readmeの Editリンクをクリックすると、別のウィンドウが開きます。ファイルの指定、テキストボックスへ
の入力後 OKを押すと登録画面に反映されます
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図 4.28. Readmeの入力

• Rights

Creative Commonsライセンスの設定が出来ます。Editのリンクをクリックすると別ウィンドウが開きますの
で、独自のライセンスを設定することも可能です。

Rights入力ウィンドウ

Rightsの Editリンクをクリックすると、別のウィンドウが開きます。ファイルの指定、テキストボックスへ
の入力後 OKを押すと登録画面に反映されます。

図 4.29. Rightsの入力

• Related to

関連するアイテムを指定することが出来ます。

注意

関連するアイテムは Item IDで指定します。この IDはシステムが自動で割り振る数値で、ユーザー
が登録の際に入力する IDの項目とは違います。

Search items(new window)のボタンを押すと別ウィンドウが開きますので、アイテムの検索をすることが出来ま
す。

Related to検索ウィンドウ

Related toの Search itemsボタンをクリックすると関連したアイテムを検索するための別ウィンドウが開きま
す。

Index Treeや SearchBoxを使って関連するアイテムの Item IDを調べることが出来ます。

注意

この画面は検索のみで ItemIDを入力できません。実際の入力は登録画面で行います。
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図 4.30. 関連アイテムの検索

Nextボタンを押すと確認画面が表示されます。Registerボタンを押すとアイテムが登録されます。

図 4.31. アイテム登録確認画面

4.2.4.2. アイテムの編集
Index Treeや SearchBoxを利用して編集したいアイテムの Detail画面を表示させます。

第 4章 システム操作編

49



図 4.32. アイテム詳細画面

編集画面が表示されますので、項目を修正して Nextボタンを押して情報を反映させます。

図 4.33. アイテム修正画面
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図 4.34. アイテム詳細画面 2

4.2.4.3. アイテム削除

アイテムの削除

Index Treeや SearchBoxを利用して削除したいアイテムの Detail画面を表示させます。

Deleteボタンを押すと、確認のダイヤログが表示されますので Yesを選択して削除します。

図 4.35. アイテム削除画面

4.2.4.4. Binderアイテムタイプについて

Binderは他のアイテムを一つにまとめて管理することが出来るアイテムタイプです。

Binderに登録するアイテムを指定する方法は以下の 3通りです。

• Item List

アイテムの一覧から選択します。

• Index keyword

Index Treeを利用して Binderに登録するアイテムを選択します。

• Search

詳細検索を利用して Binderに登録するアイテムを選択します。
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図 4.36. Binder登録画面

1. Item Listでの選択

登録可能なアイテム(Public Indexに登録されているアイテムとユーザーの Private Indexに登録されているアイ
テム)の一覧から選択します。

登録するアイテムにチェックを付けた後、Selectボタンを押して確定します。

図 4.37. Binder登録画面 ListItem

2. Index keywordでの選択

Index Treeをクリックしていくことで、Binderに登録するアイテムを選択します。

登録するアイテムにチェックを付けた後、Selectボタンを押して確定します。
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図 4.38. Binder登録画面 Indexkeyword

3. Searchでの選択

詳細検索画面が表示されますので、詳細検索と同様に Binderに登録したいアイテムを検索します。

登録するアイテムにチェックを付けた後、Selectボタンを押して確定します。

Binderに登録するアイテムを選択後、Nextボタンを押して登録します。

図 4.39. Binder登録確認画面
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図 4.40. Binder登録確認画面 2

4.2.4.5. Paperアイテムタイプの登録

Paperアイテムの登録画面には PubMedIDの項目があります。PubMedIDがわかっている場合には PubMedID
を入力して Completeボタンを押すとその他の情報が自動で補完されます。

図 4.41. Paper登録画面

4.2.4.6. Bookアイテムタイプの登録

Bookaアイテムの登録画面には ISBNコードの項目があります。ISBNコード(10桁)がわかっている場合には
ISBNコード(10桁)を入力して Completeボタンを押すとその他の情報が自動で補完されます。その際の URLに
は amazonの書籍情報詳細ページが補完されます。
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図 4.42. Book登録画面

4.2.5. アイテムの公開
アイテムを Public領域に登録するためにはサイトポリシーの設定によってモデレーターの審査・承認が必要

な場合があります。

図 4.43. アイテム公開フロー

4.2.5.1. アイテムの公開
Public領域に登録して公開したいアイテムを Index Treeや XooNIps Searchで検索して、Detail画面を表示しま
す。

ドロップダウンリストから登録したい Public領域の Index keywordを選択して、Submitボタンを押します。

図 4.44. 公開アイテム登録画面
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サイトポリシーの設定によってはモデレーターの審査・承認が必要ですので、Public領域に直ぐに登録される
とは限りません。

図 4.45. 公開アイテム確認画面

4.2.5.2. アイテムの取り下げ
公開中のアイテムを非公開に取り下げることができます

public領域に登録されているユーザーのアイテム Detail画面を表示します。

Withdrawボタンを押すと確認のダイアログが表示されるので Yesを選択して public領域にアイテムを公開す
ることを取り下げます。

図 4.46. 公開アイテム取り下げ

4.2.6. グループ
XooNIpsでは登録ユーザーでグループを作ることが出来ます。

グループにはグループ内で情報を共有できる領域が与えられます。

4.2.6.1. グループに参加
XooNIpsに登録されているグループを検索します。

グループ管理者となっているユーザーにグループに追加してもらうよう、メールや PM(Private Message)で連絡
を取ります。
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グループへのユーザー追加登録作業は、グループ管理者またはモデレーターが行います。

図 4.47. 登録グループの確認

図 4.48. 登録グループの確認 2

グループに参加すると、所属グループのタブが Index Treeに表示されます。

図 4.49. 所属グループのタブ

4.2.6.2. アイテムの共有

ユーザーが Private領域に登録しているアイテムをグループで共有することが出来ます。

登録したいグループの IndexKeywordをクリックします。

詳細検索画面が表示されますので、共有させたいアイテムを検索してください。
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図 4.50. グループ Indexへの登録

グループ Indexへ登録して共有したいアイテムにチェックを付けます。

図 4.51. グループ Indexへの登録 2

グループ管理者、またはモデレーターの審査・承認が完了するまで他のユーザーからはアイテムは見ること
が出来ません。

図 4.52. グループ Indexへの登録 2

4.2.6.3. 共有アイテムの取り下げ
共有中のアイテムの共有を取り下げることが出来ます。

グループ Index Treeや検索を利用して取り下げたいアイテムの Detail画面を表示します。

Indexの項目にあるWithdrawボタンを押すと確認のダイアログが表示されますので Yesを選択してアイテム
の共有を取り下げます。
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図 4.53. グループ共有の取り下げ

4.2.6.4. グループからの退会
グループから退会する場合は参加の場合と同様に、グループ管理者かモデレーターに連絡を取ってください。

ユーザーのグループからの退会処理はグループ管理者、またはモデレーターが行います。

4.3. グループ管理者
グループ管理者が出来ることの説明です。

4.3.1. グループメンバー管理
XooNIps Group Admin Menuの Edit Groupsをクリックします。

注意

サイトのデザインによってはこの位置にあるとは限りません。
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図 4.54. グループメンバーの追加・削除

複数のグループ管理者の権限を持っている場合は更にメンバーの追加・削除を行うグループ名をクリックし
ます。

図 4.55. グループメンバーの追加・削除 2

4.3.1.1. メンバーの追加

Non-membersのリストからユーザーを選択して、addボタンを押してメンバーに追加します。

図 4.56. グループメンバーの追加

4.3.1.2. メンバーの削除

Membersのリストからユーザーを選択して、delreteボタンを押してメンバーから削除します。
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図 4.57. グループメンバーの削除

4.3.2. 共有アイテムの審査・承認
グループで共有するアイテムの審査・承認をします。

XooNIps Group Admin Menuの Certify Group Itemsをクリックします。

注意

グループ Index Treeや検索を使ってアイテムの Detail画面から審査・承認をすることも出来ます。

図 4.58. グループ共有アイテムの審査・承認

Accept(承認)または Reject(取り下げ)のボタンを押して、アイテムの公開を承認したり却下したりといった、審
査が出来ます。

図 4.59. グループ共有アイテムの審査・承認 2

4.3.3. 共有アイテムの取り下げ
グループ Indexへ登録済みのアイテムを共有領域から取り下げることが出来ます。
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グループ Index Treeや検索を利用して取り下げたいアイテムの Detail画面を表示します。

Indexの項目の Rejectボタンを押すと、確認のダイアログが表示されますので Yesを押してアイテムの共有を
取り下げます。

図 4.60. グループ共有アイテムの取り下げ

4.3.4. グループ Indexの編集
Privateと同様の手順でグループ Indexの Keywordも追加・削除など編集を行うことが出来ます。

XooNIps Group Admin Menuの Edit Group Treeをクリックします。

図 4.61. グループ Indexの編集

複数のグループ管理者の権限を持っている場合は、複数のグループ IndexKeywordの編集が出来ます。

1. 編集したいグループ Indexのタブをクリックします。

2. 編集したいグループ Indexの Keywordをクリックします。

第 4章 システム操作編

62



3. クリックしたグループ Indexの編集が可能になります。

図 4.62. グループ Indexの編集 2

4.3.5. グループ管理者の権限委譲
グループ管理の権限者はモデレーターが変更することが出来ますので、モデレーターと連絡を取ってくださ
い。

4.3.6. ディスク容量の変更について
モデレーターによってグループ毎に設定可能なので、モデレーターと連絡を取ってください。

4.3.7. グループの廃止
モデレーターによってグループの廃止が可能ですので、モデレーターと連絡を取ってください。

4.4. モデレーター(moderator)
モデレーターとして出来ることの説明です。

4.4.1. Public Index Treeの編集
公開領域のインデックスツリーの編集です

XooNIps Moderator Menuの Edit Public Treeのリンクをクリックします。

注意

サイトのデザインによっては、この位置にあるとは限りません。

作業手順は登録ユーザーの PrivateIndexの編集の項を参照してください。

第 4章 システム操作編

63



図 4.63. Public Index Treeの編集

4.4.2. Public Index Treeの Bindersについて
複数のアイテムタイプをまとめて管理出来る特殊なアイテムタイプ[Binder]は登録ユーザーの場合には

PrivateIndexTreeの任意の位置に登録出来ましたが

Public Index Treeでは初期状態で Bindersという keywordが登録されており、公開領域では Binderアイテムタ
イプは Public>Bindersの位置にしか登録出来ません。

この Bindersという keywordは削除することは出来ません。

4.4.3. アイテムの審査・承認
Public領域にアイテムを公開するかどうか、審査・承認が出来ます。

XooNIps Moderator Menuの Certify Public Itemsのリンクをクリックします。

図 4.64. アイテムの審査・承認
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Accept(承認)／Reject(取り下げ）のボタンを押すことで実行可能です。

図 4.65. アイテムの審査・承認 2

4.4.4. 公開アイテムの取り下げ
公開済みアイテムの公開取り下げをすることが出来ます。

Index Treeや検索を利用して公開を取り下げたいアイテムの Detail画面を表示させます。

Indexの項目の Rejectボタンを押すと確認のダイアログが表示されますので Yesを選択してアイテムの公開を
取り下げます。

図 4.66. 公開アイテムの取り下げ

4.4.5. グループの作成と削除
グループの作成と削除が出来ます。

XooNIps Moderator Menuの Edit Groupsのリンクをクリックします。
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図 4.67. グループの作成・削除

4.4.5.1. 新規グループの作成・削除
1. 新規グループは、create new groupの各項目に必要事項を入力して Submitボタンを押すことで作成できます。

2. グループの削除は Deleteのリンクをクリックすると、確認のダイアログが表示されますので Yesを選択して
削除します。

• group name

グループの名前を入力します。

• group description

グループの説明文を入力します。

• group administrator

グループ管理者を選択します。複数人選択することも可能です。

• Maximum number of items

グループ領域へのアイテム登録数上限値を入力します。

• Maximum number of indexes

グループ Indexの Keyword数の上限値を入力します。

• Maximum size of items[MB]

グループ領域で使用するデータ領域の最大値をMB単位で入力します。
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図 4.68. グループの作成・削除

4.4.5.2. グループ情報の編集
情報を編集したいグループの右にある Editリンクをクリックします。

図 4.69. グループの情報の編集

項目を修正した後、Submitボタンを押して情報を反映させます。

図 4.70. グループ情報の編集 2
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4.4.6. アクセスログ解析
XooNIpsが取得しているイベントログを CSV形式ファイルでダウンロードしたり、グラフ化することが出来
ます。

XooNIps Moderator Menuの Event Logのリンクをクリックします。

図 4.71. イベントログ解析

• Download events log

イベントログのダウンロード

期間を指定して XooNIpsのイベントログを CSV形式ファイルでダウンロード出来ます。

図 4.72. イベントログのダウンロード

• Category

トップページのアクセス、アイテムへのアクセス、アイテムのダウンロード、新規ユーザーの登録とアイテ
ム登録について期間を指定して CSV形式ファイルでダウンロードかグラフ化して表示することが出来ます。
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図 4.73. イベントログの個別ダウンロード・表示

グラフ表示から前画面に戻るには右下の Event Logのリンクをクリックします。

図 4.74. イベントログのグラフ表示

• View

ユーザー一覧とアイテム一覧を見ることが出来ます。

第 4章 システム操作編

69



図 4.75. ユーザー一覧とアイテム一覧

4.4.7. モデレーター権限の委譲
システム管理者がモデレーター権限をユーザーに付与出来るので、システム管理者に連絡を取ってください。

4.5. システム管理者(Webmasters)
システム管理者時として出来ることの説明です。

4.5.1. サイトポリシーの変更
XOOPSの Control Panel Homeから設定変更を行います。

運用前のシステム設定・サイトポリシー設定・日常メンテナンスの項目を参照してください。

4.5.2. ユーザー情報管理
XooNIps Version3.30では Control Panel Homeの Systemモジュールの Edit Userでユーザー情報の削除は可能で
すが、UIDは削除されません。

ユーザーの削除を安易に行わないようにしてください。

4.5.3. ユーザー切り替え機能
XooNIpsでは登録したアイテムは登録したユーザーのみがアイテムの変更・修正が可能です。

システム管理者は他ユーザー権限での実行が出来ますので、他ユーザーの登録したアイテムであっても変
更・修正が可能となります。

XooNIps User Menuの Start suのリンクをクリックします。

図 4.76. su機能
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ドロップダウンリストからユーザーを選択してシステム管理者のパスワードを入力します。

図 4.77. su機能 2

ユーザーとしての作業を終了したら、XooNIps User Menuの End su(ユーザー名)のリンクをクリックします。

図 4.78. su機能 3

4.5.4. エクスポート
他の XooNIpsサイトへアイテムや IndexTree構造を利用出来るようにする為のファイル書き出し機能です。

注意

サイトポリシー設定の Import/Exportの項目で enabledの項目が Yesに設定されている場合は登録ユーザ
ーでもインポート・エクスポートが可能になります。

エクスポートされる内容

• アイテム

同一の Index keywordに登録されている複数のアイテムを同時にエクスポートすることも出来ます。

注意

添付ファイルをエクスポートするかどうかはサイトポリシー設定の Import/Exportでの設定で決定さ
れます。

• Index Tree keyword

Indexの構造をエクスポート出来ます。

注意

Public Indexの Bindersもエクスポート可能ですが、削除は出来ませんので注意してください。

エクスポートの手順

1. Index Tree keywordのエクスポート

注意

アイテムが登録されていない空の Index Keywordはエクスポート出来ません。
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エクスポートしたい Index Keywordをクリックしてアイテム一覧画面を表示します。

図 4.79. Indexのエクスポート

エクスポートしたい Keywordをクリックして、Exportボタンを押します。

図 4.80. Indexのエクスポート 2

Export Indexesにチェックを入れます。再帰的にエクスポートする場合には Export indexes recursiveの項目を
Yesに設定してください。

図 4.81. Indexのエクスポート 3

エクスポートされる情報が表示されますので、確認した上で Downloadボタンを押すとエクスポートファイル
のダウンロードが開始されます。
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図 4.82. Indexのエクスポート 4

2. アイテムのエクスポート

検索などを利用してエクスポートしたいアイテムの Detail画面を表示して、Exportボタンを押します。

図 4.83. アイテムのエクスポート

添付ファイルを同時にエクスポートするかどうかの設定をします。

注意

サイトポリシー設定の Import/Exportで Export attachmentsの項目が Noの場合にはここでは選択項目
は現れません。

図 4.84. アイテムのエクスポート 2

アイテムダウンロードのライセンス条項に同意して、Acceptにチェックを付けたら Downloadボタンを押すと
エクスポートファイルのダウンロードが開始されます。
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図 4.85. アイテムのエクスポート 3

4.5.5. インポート
他の XooNIpsサイトでエクスポートしたアイテムや、Index Keywordのファイルを読み込んで利用することが
出来ます。

XooNIps User Menuの Importをクリックします。

図 4.86. インポート

• File to import

インポートするファイルを選択します。

• To Certify items automatically

アイテムのインポート先が Public領域だった場合にアイテムの公開承認を自動的に行います。

• Don't import(Error check only)

エラーチェックのみで実際のインポート処理は行いません。

• Logging

インポート処理のログを表示します。

インポート先の Index Keywordにチェックを入れて、インポートファイルを選択したら Nextボタンを押しま
す。
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図 4.87. インポート 2

エラーが無い場合は確認画面が表示されますので、Nextボタンを押してインポートを実行します。

図 4.88. インポート 3

インポートされていることが確認出来ます。

図 4.89. インポート 4

4.5.6. メタデータハーベスト
メタデータのハーベストは手動で行う必要があります。

日常メンテナンス OAI-PMH設定の項目を参照してください。

4.5.7. モデレーターの変更
モデレーターの変更は Control Panel Homeの XooNIpsモジュールのMaintenance Usermanagement の項目で User's

Groupsでユーザーをモデレーターグループに追加することで変更出来ます。
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正確には、Basic ConfigurationsのModerator Groupで設定した XooNIpsのモデレーターとなっているグループ
を追加します。

図 4.90. モデレーターの変更
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第 5章 謝辞
XooNIpsは研究以外の分野にも広がりを見せ始めております。更なる飛躍をご期待ください。

そして、XooNIpsの開発に携わった全ての人、利用して下さる全ての人に感謝します。

ありがとうございました。

1. 2007年 7月 2日第一版発行
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第 6章 著作権表示
This program is free software; you can redistribute it and/or modify it under the terms of the GNU General Public License

as published by the Free Software Foundation; either version 2 of the License, or (at your option) any later version.

You may not change or alter any portion of this comment or credits of supporting developers from this source code or any
supporting source code which is considered copyrighted (c) material of the original comment or credit authors.

This program is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied
warranty of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the GNU General Public License
for more details.

You should have received a copy of the GNU General Public License along with this program; if not, write to the Free
Software Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA
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